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1.  平成22年2月期第1四半期の連結業績（平成21年3月1日～平成21年5月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年2月期第1四半期 9,846 ― 212 ― 226 ― 132 ―
21年2月期第1四半期 8,860 12.4 158 △26.0 185 △19.5 106 △19.5

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

22年2月期第1四半期 4,640.44 ―
21年2月期第1四半期 3,556.79 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年2月期第1四半期 17,952 5,693 31.7 199,525.22
21年2月期 17,301 5,655 32.7 198,190.48

（参考） 自己資本   22年2月期第1四半期  5,693百万円 21年2月期  5,655百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  
 

1株当たり配当金
（基準日） 第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 年間

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年2月期 ― 0.00 ― 3,300.00 3,300.00
22年2月期 ―
22年2月期 

（予想）
0.00 ― 3,300.00 3,300.00

3.  平成22年2月期の連結業績予想（平成21年3月1日～平成22年2月28日） 
（％表示は通期は対前期、第2四半期連結累計期間は対前年同四半期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期 
連結累計期間

20,087 ― 324 ― 354 ― 205 ― 7,211.39

通期 39,933 6.4 634 13.3 688 2.2 397 2.3 13,925.57
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4.  その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  
（注）詳細は、５ページ【定性的情報・財務諸表等】 ４．その他をご覧ください。 

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重
要な事項等の変更に記載されるもの） 

（注）詳細は、５ページ【定性的情報・財務諸表等】 ４．その他をご覧ください。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
１．上記に記載した予想数値は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであります。実際の業績は今後様々な要因によって
予想数値と異なる可能性があります。 
  業績予想の前提となる条件等については、４ページ【定性的情報・財務諸表等】 ３．連結業績予想に関する定性的情報をご覧ください。 
２．当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」（企業会計基
準適用指針第14号）を適用しております。また、「四半期連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 

新規 ―社 （社名 ） 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 有

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年2月期第1四半期 30,012株 21年2月期  30,012株
② 期末自己株式数 22年2月期第1四半期  1,478株 21年2月期  1,478株
③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 22年2月期第1四半期 28,534株 21年2月期第1四半期 30,012株
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当第１四半期連結会計期間におけるわが国の経済は、世界的な経済環境の悪化による影響から企業収益

が低迷する中、雇用や生産、設備投資等が調整局面に入り、個人消費は一段と冷え込み、低調に推移いた

しました。 

 このような中、当社グループといたしましては、11店舗の既存店の改装を行うとともに、岩手県にドラ

ッグストア１店舗を新規に出店し、当第１四半期連結会計期間末の店舗数はドラッグストア116店舗（う

ち調剤併設型５店舗）、バラエティストア１店舗の計117店舗となりました。 

 以上の結果、当第１四半期連結会計期間における売上高は98億4千6百万円、営業利益2億1千2百万円、

経常利益2億2千6百万円、四半期純利益1億3千2百万円となりました。 

 また、部門別の業績は次のとおりであります。 

(１)ヘルスケア部門 

医薬品は、感冒薬、整腸胃腸薬が好調に推移し、衛生用品では、マスク、紙おむつ類が好調に推移い

たしました。調剤につきましては、院外処方箋及び長期投与の増加等により順調に推移いたしました。

その結果、売上高は30億8千1百万円となりました。 

(２)ビューティケア部門 

化粧品は、基礎化粧品、一般メイク類が好調に推移し、トイレタリーでは、スキンケア、石鹸、ヘア

カラー類が好調に推移いたしました。その結果、売上高は20億2千5百万円となりました。 

(３)ホームケア部門 

日用品では、清掃用品、家庭紙類が好調に推移し、衣料品では、履物、肌着類が好調に推移いたしま

した。その結果、売上高は10億7千8百万円となりました。 

(４)コンビニエンスケア部門 

食品では、日配品、ベーカリー、加工食品類が好調に推移いたしました。酒類は、焼酎、発泡酒、清

酒が好調に推移し、バラエティ部門においては、ペット関連商品、文房具、電池類が好調に推移いたし

ました。その結果、売上高は36億6千1百万円となりました。 

  

・定性的情報・財務諸表等

1. 連結経営成績に関する定性的情報
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(１)貸借対照表の状況 

当第１四半期連結会計期間末の流動資産は、83億3千3百万円（前連結会計年度末76億2百万円）とな

り、7億3千1百万円の増加となりました。主な増減要因といたしましては、売上高の増加に伴う現金預

金の増加があげられます。 

 固定資産は、96億1千8百万円（前連結会計年度末96億9千9百万円）となり、8千万円の減少となりま

した。主な増減要因といたしましては、建物及び構築物等の減価償却による減少があげられます。  

 流動負債は、79億円（前連結会計年度末77億1千9百万円）となり、1億8千万円の増加となりました。

主な増減要因といたしましては、買掛金の増加があげられます。  

 固定負債は、43億5千9百万円（前連結会計年度末39億2千6百万円）となり、4億3千2百万円の増加と

なりました。主な増減要因といたしましては、新規借入の実施による長期借入金の増加があげられま

す。  

 純資産合計は、56億9千3百万円（前連結会計年度末56億5千5百万円）となり、3千8百万円の増加とな

りました。主な増減要因といたしましては、利益剰余金の増加があげられます。 

(２)キャッシュ・フローの状況 

当第１四半期連結会計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、新たに１店舗

を新設したことに伴い、投資活動によるキャッシュ・フローは7千3百万円のマイナスとなったものの、

長期借入れによる収入が10億円あったこと、営業活動によるキャッシュ・フローが9億7千8百万円あっ

たこと等により、前連結会計年度末に比べ5億9千7百万円増加し、当第１四半期連結会計期間末には14

億2千3百万円となりました。 

 当第１四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローとそれらの要因は、次のとおりでありま

す。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

営業活動の結果得られた資金は、9億7千8百万円となりました。これは、税金等調整前四半期純利益

が2億2千6百万円となったこと、仕入債務の増加額が6億4千5百万円となったこと等によるものでありま

す。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

投資活動の結果使用した資金は、7千3百万円となりました。これは、主に新規出店に伴う有形固定資

産の取得による支出並びに敷金及び保証金の差入による支出が6千7百万円となったこと等によるもので

あります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

財務活動の結果使用した資金は、3億7百万円となりました。これは、長期借入れによる収入が10億円

あったものの、短期借入金の減少額が8億円並びに長期借入金の返済による支出が4億1千万円あったこ

と等によるものであります。 

  

平成21年４月10日に公表した第２四半期連結累計期間及び通期の業績予想に変更はありません。 
  

2. 連結財政状態に関する定性的情報

3. 連結業績予想に関する定性的情報
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該当事項はありません。 
  

（簡便な会計処理） 
①たな卸資産の評価方法  
当第１四半期連結会計期間末のたな卸高の算出に関しては、実地たな卸を省略し、前連結会計年度末

の実地たな卸高を基礎として合理的な方法により算定する方法によっております。  
②固定資産の減価償却費の算定方法  
定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する

方法によっております。  
③法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法  
法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なものに限定する

方法によっております。  
 繰延税金資産の回収可能性の判定に関して、前連結会計年度末以降に経営環境等に著しい変化がな
く、かつ、一時差異の発生状況に著しい変化がないと認められるため、前連結会計年度決算において使
用した将来の業績予測やタックス・プランニングを利用する方法によっております。 

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理） 
該当事項はありません。 

  

①「四半期財務諸表に関する会計基準」等の適用 
当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第12号)及び「四半期財務諸

表に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第14号)を適用しております。また、「四半期
連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。なお、四半期連結財務諸表は、
「財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成20年８月７
日内閣府令第50号）附則第７条第１項第５号ただし書きにより、改正後の四半期連結財務諸表規則を適
用しております。 
②「棚卸資産の評価に関する会計基準」の適用 
通常の販売目的で保有する棚卸資産については、従来、主として売価還元法による原価法によってお

りましたが、当第１四半期連結会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９
号 平成18年７月５日）が適用されたことに伴い、主として売価還元法による原価法（貸借対照表価額
については収益性の低下に基づく簿価切り下げの方法）により算定しております。この変更に伴う損益
に与える影響はありません。 
③棚卸資産の評価基準及び評価方法の変更 
従来、物流センター保管商品は、売価還元法による原価法によっておりましたが、当第１四半期連結

会計期間より原価データを単品管理する体制が確立したことに伴い、商品の評価と期間損益計算の精度
の向上をはかるため、総平均法による原価法（貸借対照表価額については収益性の低下に基づく簿価切
り下げの方法）に変更しております。これによる損益への影響は軽微であります。  

  

4. その他
(1) 期中における重要な子会社の異動(連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
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5.【四半期連結財務諸表】 
(1)【四半期連結貸借対照表】 

(単位：千円)

当第１四半期 
連結会計期間末 

(平成21年５月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年２月28日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,426,376 827,323

売掛金 114,739 80,929

たな卸資産 6,178,490 6,136,326

その他 614,294 557,614

貸倒引当金 △150 △150

流動資産合計 8,333,751 7,602,044

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 5,388,459 5,483,035

土地 725,894 725,894

その他（純額） 57,963 79,278

有形固定資産合計 6,172,317 6,288,208

無形固定資産 75,963 78,907

投資その他の資産   

敷金及び保証金 2,596,952 2,575,844

その他 773,730 756,472

投資その他の資産合計 3,370,683 3,332,317

固定資産合計 9,618,963 9,699,433

資産合計 17,952,715 17,301,477

負債の部   

流動負債   

買掛金 4,935,723 4,290,637

短期借入金 － 800,000

1年内返済予定の長期借入金 1,678,940 1,523,610

賞与引当金 145,195 228,654

ポイント引当金 16,364 13,986

その他 1,124,215 862,841

流動負債合計 7,900,438 7,719,728

固定負債   

長期借入金 4,056,520 3,622,300

退職給付引当金 59,083 57,107

その他 243,421 247,173

固定負債合計 4,359,024 3,926,581

負債合計 12,259,462 11,646,310

純資産の部   

株主資本   

資本金 799,300 799,300

資本剰余金 840,728 840,728

利益剰余金 4,131,953 4,093,705

自己株式 △78,687 △78,687

株主資本合計 5,693,294 5,655,046

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △41 121

評価・換算差額等合計 △41 121

純資産合計 5,693,252 5,655,167

負債純資産合計 17,952,715 17,301,477
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(2)【四半期連結損益計算書】 
【第１四半期連結累計期間】 

(単位：千円)

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年３月１日 
 至 平成21年５月31日) 

売上高 9,846,226

売上原価 7,496,011

売上総利益 2,350,214

販売費及び一般管理費 2,137,831

営業利益 212,383

営業外収益  

受取利息 7,767

受取事務手数料 13,869

固定資産受贈益 4,189

受取手数料 6,768

その他 2,592

営業外収益合計 35,187

営業外費用  

支払利息 20,358

その他 631

営業外費用合計 20,990

経常利益 226,580

税金等調整前四半期純利益 226,580

法人税、住民税及び事業税 170,119

法人税等調整額 △75,949

法人税等合計 94,169

四半期純利益 132,410
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】 

(単位：千円)

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年３月１日 
 至 平成21年５月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー  

税金等調整前四半期純利益 226,580

減価償却費 135,653

賞与引当金の増減額（△は減少） △83,459

ポイント引当金の増減額（△は減少） 2,378

退職給付引当金の増減額（△は減少） 1,975

受取利息及び受取配当金 △7,767

支払利息 20,358

固定資産受贈益 △4,189

売上債権の増減額（△は増加） △33,810

たな卸資産の増減額（△は増加） △42,163

未収入金の増減額（△は増加） 7,784

仕入債務の増減額（△は減少） 645,086

未払金の増減額（△は減少） 216,423

未払消費税等の増減額（△は減少） △35,142

長期未払金の増減額（△は減少） △160

その他 55,905

小計 1,105,453

利息及び配当金の受取額 110

利息の支払額 △20,704

法人税等の支払額 △106,224

営業活動によるキャッシュ・フロー 978,634

投資活動によるキャッシュ・フロー  

定期預金の預入による支出 △1,500

有形固定資産の取得による支出 △10,970

敷金及び保証金の差入による支出 △56,968

その他 △3,794

投資活動によるキャッシュ・フロー △73,234

財務活動によるキャッシュ・フロー  

短期借入金の純増減額（△は減少） △800,000

長期借入れによる収入 1,000,000

長期借入金の返済による支出 △410,450

配当金の支払額 △94,197

その他 △3,200

財務活動によるキャッシュ・フロー △307,847

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 597,552

現金及び現金同等物の期首残高 825,823

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,423,376
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当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第12号)及び「四半期財務諸表

に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第14号)を適用しております。また、「四半期連結

財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 

  

該当事項はありません。 

  

【事業の種類別セグメント情報】 

当第１四半期連結累計期間（自 平成21年３月１日 至 平成21年５月31日） 

当社グループは、医薬品、化粧品、食料品及び日用雑貨等生活関連商品を扱う小売業を専ら営んで

おり、単一セグメントであるため、事業の種類別セグメントは記載しておりません。 

【所在地別セグメント情報】 

当第１四半期連結累計期間（自 平成21年３月１日 至 平成21年５月31日） 

本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び在外支店がないため、該当事項はありません。 

【海外売上高】 

当第１四半期連結累計期間（自 平成21年３月１日 至 平成21年５月31日） 

海外売上高がないため、該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。 

  

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) セグメント情報

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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前四半期に係る財務諸表等 

（平成20年３月１日～平成20年５月31日） 

「参考」

(1)（要約）四半期連結損益計算書

（単位：千円）

科目

前第１四半期連結累計期間

（自 平成20年３月１日 

至 平成20年５月31日）

金額

 Ⅰ 売上高 8,860,823

 Ⅱ 売上原価 6,727,879

  売上総利益 2,132,943

 Ⅲ 販売費及び一般管理費 1,974,079

  営業利益 158,864

 Ⅳ 営業外収益 44,855

  受取利息 6,916

  情報処理手数料収入 13,392

  備品受贈益 15,335

  自動販売機設置手数料 6,761

  その他 2,448

 Ⅴ 営業外費用 18,629

  支払利息 18,068

  その他 560

  経常利益 185,090

 Ⅵ 特別損失 130

  固定資産除却損 130

  税金等調整前四半期純利益 184,960

  税金費用 78,213

  四半期純利益 106,746
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(2)（要約）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間

（自 平成20年３月１日

 至 平成20年５月31日）

区分 金額

 Ⅰ 営業活動によるキャッシュ・フロー

  税金等調整前四半期純利益 184,960

  減価償却費 126,486

  賞与引当金の増減額（減少：△） 118,608

  ポイント費用引当金の増減額（減少：△） 1,884

  退職給付引当金の増減額（減少：△） 1,680

  受取利息及び受取配当金 △6,916

  支払利息 18,068

  備品受贈益 △15,335

  有形固定資産除売却損益（益：△） 130

  売上債権の増減額（増加：△） △16,132

  たな卸資産の増減額（増加：△） △301,639

  未収入金の増減額（増加：△） △4,788

  仕入債務の増減額（減少：△） 588,978

  未払金の増減額（減少：△） 47,854

  未払消費税等の増減額（減少：△） 17,426

  長期未払金の増減額（減少：△） △169

  その他 49,771

 小 計 810,867

  利息及び配当金の受取額 94

  利息の支払額 △18,587

  法人税等の支払額 △252,752

 営業活動によるキャッシュ・フロー 539,622

 Ⅱ 投資活動によるキャッシュ・フロー

  定期預金の預入れによる支出 △1,500

  有形固定資産の取得による支出 △137,809

  敷金保証金の差入れによる支出 △219,300

  その他 △7,389

 投資活動によるキャッシュ・フロー △365,999

 Ⅲ 財務活動によるキャッシュ・フロー

  短期借入金の純増減額(減少：△) △300,000

  長期借入れによる収入 1,000,000

  長期借入金の返済による支出 △285,530

  配当金の支払額 △99,096

 財務活動によるキャッシュ・フロー 315,373

 Ⅳ 現金及び現金同等物の増減額（減少：△） 488,996

 Ⅴ 現金及び現金同等物の期首残高 857,683

 Ⅵ 現金及び現金同等物の四半期末残高 1,346,680
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①仕入実績 

 当第１四半期連結会計期間における部門別仕入実績を示すと、次のとおりであります。 
 

②販売実績 

 イ．部門別販売実績 

  当第１四半期連結会計期間における部門別販売実績を示すと、次のとおりであります。 
 

 ロ．地域別販売実績 

  当第１四半期連結会計期間における地域別販売実績を示すと、次のとおりであります。 
 

  

6. 仕入及び販売の状況

部門別
前第１四半期連結会計期間 当第１四半期連結会計期間

前年同期比(％)

金額（千円） 構成比（％） 金額（千円） 構成比（％）

ヘルスケア 1,975,529 28.1 2,079,636 27.6 ＋5.3

ビューティケア 1,452,723 20.7 1,526,786 20.3 ＋5.1

ホームケア 820,808 11.7 864,068 11.5 ＋5.3

コンビニエンスケア 2,780,612 39.5 3,067,926 40.6 ＋10.3

合計 7,029,673 100.0 7,538,418 100.0 ＋7.2

部門別
前第１四半期連結会計期間 当第１四半期連結会計期間

前年同期比(％)

金額（千円） 構成比（％） 金額（千円） 構成比（％）

ヘルスケア 2,820,516 31.8 3,081,014 31.3 ＋9.2

ビューティケア 1,868,196 21.1 2,025,157 20.6 ＋8.4

ホームケア 981,502 11.1 1,078,263 10.9 ＋9.9

コンビニエンスケア 3,190,607 36.0 3,661,790 37.2 ＋14.8

合計 8,860,823 100.0 9,846,226 100.0 ＋11.1

地域別
前第１四半期連結会計期間 当第１四半期連結会計期間

前年同期比(％)

金額（千円） 構成比（％） 金額（千円） 構成比（％）

青森県 1,138,812 12.8 1,251,918 12.7 ＋9.9

秋田県 920,106 10.4 1,079,630 11.0 ＋17.3

岩手県 5,048,790 57.0 5,478,517 55.6 ＋8.5

宮城県 1,753,113 19.8 1,993,645 20.3 ＋13.7

山形県 － － 42,513 0.4 －

合計 8,860,823 100.0 9,846,226 100.0 ＋11.1
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